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シンボルマークのデザインコンセプトは《OCEAN PLANET》。「7つの海」からなる地球をデザインモチーフとしています。互いに交差する曲線は
海洋の波を想像させると共に、海洋政策科学部の「海洋基礎科学領域」「海洋応用科学領域」「海洋ガバナンス領域」「海技ライセンスコース（航
海学領域、機関学領域）」の多岐にわたる学問領域や研究領域を描いており、それらの融合によって生まれ出る新たな発想や創造を波間の発色とし
て表現しています。また、丸い形状は「海惑星」である地球を全体的、包括的に捉える海洋政策科学部のビジョンを示すと共に、人と海の調和を願う
カタチでもあります。

領海を含む「排他的経済水域EEZ」は447万㎢で世界６位です。

国内の輸出入貨物の99％以上を占める海運業や世界有数の

造船業 、さらに近年では領海内で海洋資源が発見されるなど、

私たちにとって海は欠かせない存在です。産業や研究で、

新たな海洋立国としての日本を確立する。国際ルールにのっ

とり、海を人類共通の財産にする。そのための人材育成を目的と

するのが、海洋政策科学部です。
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船舶の操縦はその質量の大きさ等から自動車な
どと比較して“遅い動き”を扱います。遅い動きを扱
うことから独特な判断が必要となり、操船者の経
験がとても重要です。当研究室では船長や航海
士といった操船者を心理
学（行動学）的に研究し、
船舶の安全運航に寄与
するための人的要因に
ついて研究し学びます。

附属練習船海神丸による海上・船上体験と社会科学から理工
学までの多分野にわたる講義との連携を図り、２年生以降の
領域・コースの選択にむけて自らの専門性についての気づき
を得てもらいます。

求めるため、2類型の入学者選抜（文系科目重視型及び理系
科目重視型）を導入しています。

ては主専門・副専門制を導入しています。

門知識を修得する。持続可
能な海洋との共生に資する
基盤技術や応用科学及び
技術の発展に貢献する能
力を身につける。

を修得する。海洋の有効活
用を推進し、海洋の利用と
開発に資する基盤技術や
応用技術の創造と発展に
貢献する能力を身につけ
る。

る。人類と海・船の歴史を
踏まえ、将来の海洋の平和
利用に貢献し、政策立案に
寄与する能力を身につけ
る。

門知識と技術を修得する。
海事・海洋社会に関する高
い見識を備え、政策立案に
寄与できる海のグローバル
リーダー及び海のエキス
パート（神大海技士）となる
能力を身につける。

・海洋関連企業をはじめとする、
各企業への就職

領域配属（2年生）、第1クォーター授業開始

多くの学生が各種クラブやサークルに入部しています。深江キャンパス
では、カッター、カヌー、ヨット（オフショアセーリング）、テニス、バレー、
サッカー、ラグビー、軽音楽などのクラブやサークルが活動しています。

神大海技士を育成する航海・
機関設備、海洋人材を育成す
る調査研究設備、災害被災地
の支援機能を有する練習船
として2022年3月に竣工し、
実習・実験のほか、教育関係
共同利用拠点としての活動、
企業研修等の受け入れでも
活躍しています。

経済活動のインフラ部分を担う物流活動を、社会シス
テム工学的な視点で研究を行っています。私たちの経
済活動やその一端を担う港湾のような大規模施設は
再現実験ができないため、観測可能なデータを用いた
モデル構築が必要になりま
す。政策実現に向けたモデ
ル化技法について一緒に勉
強し、物流・交通サービスの
改善を目指しませんか。

グローバル化に伴い、今後も海上輸送の規模は拡大し
続けることが予想されています。船舶の大型化、多様化、
海洋気象の変化など複雑な現象が影響しあう中で様々
な問題が発生しています。当研究室では実海域でのモ
ニタリングとビッグデータの
分析、これらに必要な船舶海
洋工学の諸理論を通じて船
舶運航の高度化を実現する
方法論について学びます。

船舶の安全運航に寄与する船長・航海士の
人的要因を学び実践能力を育みます。

高機能練習船「海神丸」

現代の輸送システムについて、
様々な角度で学びます。

西村 悦子 教授物流管理学研究室

船舶の安全かつ効率的な運航システムを
高度化する技術を学びます。

笹 健児 教授海上輸送システム科学研究室（船舶海洋動力工学）
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テム工学的な視点で研究を行っています。私たちの経
済活動やその一端を担う港湾のような大規模施設は
再現実験ができないため、観測可能なデータを用いた
モデル構築が必要になりま
す。政策実現に向けたモデ
ル化技法について一緒に勉
強し、物流・交通サービスの
改善を目指しませんか。

グローバル化に伴い、今後も海上輸送の規模は拡大し
続けることが予想されています。船舶の大型化、多様化、
海洋気象の変化など複雑な現象が影響しあう中で様々
な問題が発生しています。当研究室では実海域でのモ
ニタリングとビッグデータの
分析、これらに必要な船舶海
洋工学の諸理論を通じて船
舶運航の高度化を実現する
方法論について学びます。

船舶の安全運航に寄与する船長・航海士の
人的要因を学び実践能力を育みます。

高機能練習船「海神丸」

現代の輸送システムについて、
様々な角度で学びます。

西村 悦子 教授物流管理学研究室

船舶の安全かつ効率的な運航システムを
高度化する技術を学びます。

笹 健児 教授海上輸送システム科学研究室（船舶海洋動力工学）



神戸大学
〈入試・オープンキャンパスに関するお問い合わせ〉海事科学研究科教務学生グループ
〈その他のお問い合わせ〉 海事科学研究科（代表） TEL.078-431-6200

〒658-0022 神戸市東灘区深江南町５丁目１-１ https://www.ocean.kobe-u.ac.jp/

TEL.078-431-6225
海洋政策科学部

シンボルマークのデザインコンセプトは《OCEAN PLANET》。「7つの海」からなる地球をデザインモチーフとしています。互いに交差する曲線は
海洋の波を想像させると共に、海洋政策科学部の「海洋基礎科学領域」「海洋応用科学領域」「海洋ガバナンス領域」「海技ライセンスコース（航
海学領域、機関学領域）」の多岐にわたる学問領域や研究領域を描いており、それらの融合によって生まれ出る新たな発想や創造を波間の発色とし
て表現しています。また、丸い形状は「海惑星」である地球を全体的、包括的に捉える海洋政策科学部のビジョンを示すと共に、人と海の調和を願う
カタチでもあります。

領海を含む「排他的経済水域EEZ」は447万㎢で世界６位です。

国内の輸出入貨物の99％以上を占める海運業や世界有数の

造船業 、さらに近年では領海内で海洋資源が発見されるなど、

私たちにとって海は欠かせない存在です。産業や研究で、

新たな海洋立国としての日本を確立する。国際ルールにのっ

とり、海を人類共通の財産にする。そのための人材育成を目的と

するのが、海洋政策科学部です。


